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２月９日（火）

□校 訓 正しく かしこく たくましく

□学校教育目標 高い志をもち、進んで学び、心豊かで、たくましく生きる生徒の育成

～未来の社会や地域を支える人づくり～

除雪ボランティアを行いました

８日のさきがけ新聞にも掲載されていましたが、３日（水）に日頃お世話になっている地域への感謝の気

持ちを込めて、１・２年生が除雪ボランティアを行いました。

当日は、社会福祉協議会から紹介された高齢者宅４世帯とだしのこ園、学校周辺のたまった雪山や入り口

までの雪を手分けしてスノーダンプやシャベルを使って雪寄せをしました。

参加した生徒からは、「昨年できなかった分も含めて地域への感謝の気持ちを伝えられてよかった」「思

ったより地面が固くて大変だったが、協力して作業することができた」「除雪以外でも、貢献できることが

あれば、どんどんやっていきたい」などといった感想が寄せられました。地域の方からは、「本当にありが

たい」という電話をいただきました。

生徒たちの笑顔や一生懸命取り組む姿は、地域や地域の方々に元気を与えることにつながり、また、地域

の方々から感謝されたり、褒められたりすることが生徒たちの喜びになり、自信につながります。

今後も、地域とのつながりを大事にして、ふるさとを愛し、ふるさとに貢献できる人材の育成に努めてい

きたいと思います。

４日（木）に、仙北警察署生活安全課少年係長のＦさんを講師にお招き

して、生徒会生活委員会の企画運営する薬物乱用防止教室を行いました。

講師の先生からは、「薬物とは」「薬物乱用とは」「薬物乱用が脳や人体

に及ぼす影響」「違法薬物の依存性」などについての話があり、生徒は真

剣な表情で聞いていました。

生徒からは、「薬物の怖さを改めて知ることができた」「薬物乱用が、

私たちの身近なところでも起こりうるものだということが分かった」「家

族や友だちと薬物の危険性を再確認し、薬物乱用防止に努めていきたい」

などといった感想が寄せられました。


